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２年ぶりに優勝した瀬久井東・清水チーム！ 
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ど
こ
に
い
て
も
、
何
歳
で
も
、

教
頭

二
石

政
彦

タ
イ
ト
ル
は
「
成
長
で
き
る
。
」

と
続
き
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
遠
藤
保

仁
の
こ
と
ば
で
す
。
体
格
的
に
も
体

力
的
に
も
彼
に
優
る
選
手
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
が
、
彼
の
こ
の
意
識
が
長

い
間
彼
を
日
本
代
表
の
中
心
選
手
に

留
め
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
彼

は
ま
た
、
「
基
本
を
極
め
る
」
と
も

言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
他

の
人
と
彼
と
の
決
定
的
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

「
ど
こ
に
い
て
も
」
と
い
う
の
は
、

例
え
ば
高
校
で
は
、
古
高
で
も
他
の

高
校
で
も
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
環
境
は
人
を
つ
く
る
と
言
い
ま

す
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
の
は
そ

の
人
の
意
志
、
意
識
で
す
。
環
境
を

変
え
る
ぐ
ら
い
の
気
概
と
明
確
な
目

標
を
持
っ
て
、
地
道
を
極
め
る
こ
と

で
す
。

「
何
歳
で
も
」
と
言
っ
て
も
、
意

識
す
る
こ
と
、
目
標
を
設
定
す
る
こ

と
は
早
い
ほ
ど
い
い
と
思
い
ま
す
。

が
、
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
気
づ
い
た
時
が
ス
タ
ー
ト
で

す
。
諦
め
は
禁
物
で
す
。

古
高
野
球
部
も
大
高
野
球
部
も
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
す
る
人
た
ち
も
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ

細
胞
を
作
製
し
た
小
保
方
晴
子
さ
ん

も
、
人
知
れ
ず
地
道
な
努
力
を
続
け

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
や
携
帯
に
明
け

暮
れ
て
い
る
若
者
た
ち
が
い
た
ら
、

君
た
ち
、
あ
な
た
た
ち
、
改
め
る
の

は
今
で
す
。
一
点
突
破
で
す
。

「
ど
こ
に
い
て
も
、
何
歳
で
も
、
成

長
で
き
る
。
」(

遠
藤
保
仁) 

 古 高 元 年 ！ 
【古仁屋高校コーナー３月号】 ３月３日（月）は古高の卒業式です。３月６日(木)，７日（金）

は高校入試です。別れと旅立ちの春でもあり，仕上げと準備の春でもあります。Commencement

に graduation(卒業)と beginning(開始)の２つの意味があるのはそういうことでしょうか？

平成２５年４月は、新たな古高の船出!!! 地域を巻き込んでいきたいと思います。

1 月 4 日(土)に瀬戸内町成人式が挙行され， 

本校第 62 期生も大人の仲間入りをしまし 

た。先輩たちのお祝いに，本校生約 20 名 

が受付，片付け等の手伝いをしました。 

一
月
二
十
日(

月)
に
二
石
政
彦
教
頭
と
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
カ
ー
ソ
ン･

マ
ク
ベ
イ
ン
先
生
が
諸
鈍

中
学
校
で
英
語
の
出
前
授
業
を
し
ま
し
た
。

七
人
の
生
徒
た
ち
は
明
朗
で
積
極
的
に
発
表

し
、
ま
た
英
語
学
習
に
大
切
な
ユ
ー
モ
ア
も

あ
り
、
言
語
活
動
を
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

加
計
呂
麻

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ

一
月
二
十
六
日

(

日)

に
行
わ
れ
た

ひ
ぎ
ゃ
・
加
計
呂

麻
ウ
ォ
ー
ク
で
、

本
校
生
が
受
付
や

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
の
手
伝
い
、

準
備･

後
片
付
け

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

諸
鈍
中
で
出
前
授
業
を
し
ま
し
た

＊
＊

瀬
戸
内
町
駅
伝
大
会
出
場

＊
＊

古
仁
屋
高
校
の
三
人
の
職
員(

前
、
藤
﨑
、
二

石)

及
び
十
人
の
生
徒(

一
年
隆
さ
ん
、
廣
君
、
昇

君
、
二
年
會
田
さ
ん
、
田
中
さ
ん
、
福
山
君
、

南
君
、
山
倉
君
、
三
年
龍
元
君
，
渡
島
君)

が
一

月
十
二
日(

日)

に
行
わ
れ
た
駅
伝
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
沿
道
の

方
々
の
熱
く
温
か
い
声
援
を
受
け
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
た
め
に
力
走
し
ま
し
た(

職
員

は
宮
前
チ
ー
ム)

。
九
区
を
走
っ
た
廣
希
寿
夏
君

は
区
間
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

野
球
部
顧
問

の
前
和
樹
教
諭

は
、
「
野
球
部

部
員
募
集
中
」

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

着
用
し
て
走
り

激
励
と
笑
い
の

応
援
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

5 区を力走する前教諭の後ろ姿

♪ 成 人 お め で と う !♪ 

田中光秋君(左)と古澤奈那美さん(右) 花富でボランティア活動中の 1 年生 

ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
三
年
の
田
中
光

秋
君
と
古
澤
奈
那
美
さ
ん
が
、

伊
子
茂
小
学
校
の
体
育
館
に
設

け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、

デ
ュ
エ
ッ
ト
で
歌
を
披
露
し
ま

し
た
。

約
五
〇
〇
人
の
参
加
者
は
、

本
校
生
の
お
も
て
な
し
や
美
し

い
歌
声
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

３月３日（月） 古仁屋高校卒業式        広報せとうち（２）



広報せとうち(３)       ３月３日（月） 古仁屋高校卒業式
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宇検村生涯学習センター「元気の出る館」で開催       会長あいさつを行う安議長 

本町議題の提案理由説明を行う鎌田文教厚生委員長      宣言（案）を朗読する岡田副議長 

第３２回大島本島南部議会議員大会（宇検村、大和村、瀬戸内町３町村で構成）が、２月６日（木）

宇検村生涯学習センター「元気の出る館」で開催されました。 

本町からは、「世界自然遺産拠点施設の整備について」（鎌田愛人議員が提案理由説明）を提出し、

採択されました。（10ページに関連記事掲載）



３月３日（月） 古仁屋高校卒業式 広報せとうち(４)    

古
仁
屋
小
学
校
前
の
周
辺

道
路
を
ゾ
ー
ン
３０
（
注
①

参
照
）
に
設
定

主
な
内
容
は
、
古
仁
屋
小
学

校
前
の
周
辺
区
域
（
古
仁
屋
小

学
校
〜
ジ
ョ
イ
フ
ル
前
の
道
路

及
び
周
辺
の
路
地
が
区
域
対

象
）
を
ゾ
ー
ン
３０
に
設
定
す
る

も
の
で
、
そ
れ
に
伴
う
道
路
標

識
、
路
面
標
示
等
に
１
８
０
万

円
、
障
が
い
者
自
立
支
援
費
扶

助
と
し
て
２
３
０
０
万
円
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
圧
搾
用
投
入
口
コ
ン

ベ
ア
ー
購
入
費
と
し
て
３
４
０

万
円
（
加
計
呂
麻
島
の
４
製
糖

工
場
に
設
置
）
、
文
化
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
建
設
に
伴
う
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
審
査
会
運
営
業
務
委
託

料
２
７
０
万
円
、
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
費
と
し
て
１
８
２
１

万
５
千
円
、
道
路
橋
梁
河
川
災

害
復
旧
費
に
１
５
４
７
万
５
千

円
等
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

総
額
８
４
４
９
万
８
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

※
注
①

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
関
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が

実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策

に
必
要
な
財
源
の
確
保
の
た
め

に
、
平
成
２６
年
度
か
ら
平
成
３５

年
度
ま
で
の
１０
年
間
、
個
人
町

民
税
の
均
等
割
に
５
０
０
円
を

加
算
す
る
も
の
で
す
。

国
が
定
め
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
瀬

戸
内
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
条
例
で
定
め
る
も
の
で

す
。

篠
川
字
下
里
の
土
地
３
筆
に

対
す
る
も
の
で
、
町
が
相
手
方

に
和
解
金
２
４
万
円
、
賃
料
と

し
て
、
年
１
万
円
を
１０
年
間
の

期
間
支
払
う
こ
と
で
和
解
し
た

も
の
で
す
。

第４回定例会では、補正予算議案８件、条例議案２件、人事同意議案２件、訴訟和解議

案１件、その他３件の計１６件の議案を審議し、それぞれ可決しました。 

主な議案の要旨は次のとおりです。 

町
税
条
例
の
一
部
改
正

教
育
委
員
会
委
員
に

上
田

敏
也
氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に

町
田

重
孝
氏

望
月

昭
男
氏

久
保

浩
康
氏

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号) 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
の
制

定

篠
川
地
区
下
里
土
地
に

関
す
る
訴
訟
の
和
解

「
ゾ
ー
ン
３０
」
と
は

生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行

者
等
の
安
全
な
通
行
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区

域
（
ゾ
ー
ン
）
を
定
め
て
時
速

３０
キ
ロ
の
速
度
規
制
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
安

全
対
策
を
必
要
に
応
じ
て
組

み
合
わ
せ
、
ゾ
ー
ン
内
に
お
け

る
速
度
抑
制
や
、
ゾ
ー
ン
内
を

抜
け
道
と
し
て
通
行
す
る
行

為
の
抑
制
等
を
図
る
生
活
道

路
対
策
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
通
学
路
の
安

全
対
策
も
図
ら
れ
ま
す
。



広報せとうち(５)       ３月３日（月） 古仁屋高校卒業式

第４回（１２月）定例会では、６名の議員が町政全般に亘り、質問・提言等を行ない議論

を交わしました。一部を要約して、紹介いたします。

なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。

議
員

情
報
発
信
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

１
．
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
に

つ
い
て
、
古
仁
屋
市
街
地
の
光
回

線
化
へ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

２
．
網
野
子
バ
イ
パ
ス
開
通
を

目
前
に
、
本
町
経
済
の
活
性
化
を

最
大
の
目
的
と
し
た
情
報
発
信

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
）
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
施
策
が
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

町
長

１
．
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と

情
報
交
換
・
協
議
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
光
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
具
体
的
な
時
期
等
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
情
報
を
得
て
お
り
ま

せ
ん
。

２
．
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

刷
新
し
、
具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
各
種
団
体
も

含
め
て
広
く
検
討
を
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員

観
光
振
興
に
つ
い

て
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け

た
、
具
体
的
な
観
光
振
興
策
が
あ

れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長

島
案
内
人
育
成
講
座
を

実
施
し
、
本
町
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
の
人
材
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
各
集
落
の
歴

史
・
文
化
等
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
の
魅
力
を
観
光
客
に
見

学
・
体
験
し
て
も
ら
う
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

議
員

地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
い
て

地
域
通
貨
の
導
入
あ
る
い
は

そ
れ
に
似
た
政
策
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
町
長
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長

本
町
で
も
地
域
通
貨
に

似
た
政
策
と
し
て
、
出
産
祝
金

や
元
気
高
齢
者
ポ
イ
ン
ト
事
業

等
に
お
い
て
商
工
会
発
行
の
商

品
券
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
商
工
会
な
ど
と
協
議
検

討
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員

消
防
・
防
災
に
つ
い

て
来
年
、
本
町
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
消
防
操
法
大
会
の
準
備

等
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

町
長

操
法
大
会
の
訓
練
場
所

の
確
保
と
い
う
事
で
、
分
署
前

の
舗
装
工
事
を
発
注
し
て
お
り
、

１
月
末
に
完
成
予
定
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
消
防
協
会
大
島
支
部

や
、
町
総
務
課
防
災
係
、
消
防

団
等
と
の
運
営
打
ち
合
わ
せ
を

実
施
し
、
地
元
開
催
に
向
け
万

全
を
期
し
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

議
員

教
育
・
文
化
・
人
材

育
成
に
つ
い
て

教
育
・
文
化
の
町
と
し
て
、

人
材
育
成
に
ど
の
よ
う
な
お
考

え
を
お
持
ち
な
の
か
、
加
計
呂
麻

島
の
学
校
統
合
に
対
す
る
見
解

と
併
せ
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長

現
時
点
に
お
い
て
は

加
計
呂
麻
地
区
の
学
校
統
合
を

推
進
す
る
の
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
児
童
・
生
徒
は

勿
論
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

意
見
等
を
尊
重
し
、
今
後
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

林 健二議員



３月３日（月） 古仁屋高校卒業式        広報せとうち（６）

議
員

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け

て
、
動
植
物
の
観
察
が
で
き
る

施
設
整
備
及
び
遺
産
セ
ン
タ
ー

建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

町
長

こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
奄
美
大
島
の
５
市
町
村

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
動
植
物
観
察
施
設
や
遺

産
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
の
長
期
的
な
施
策

や
国
の
動
向
に
も
注
視
し
な
が

ら
、
用
地
の
確
保
な
ど
本
町
と

し
て
準
備
で
き
る
こ
と
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

議
員

加
計
呂
麻
島
等
の
宿
泊

施
設
建
設
促
進
の
対
策
を
伺
い

ま
す
。

町
長

世
界
自
然
遺
産
登
録
と

共
に
増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ

る
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め
、

新
規
参
入
者
へ
の
貸
付
制
度
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

観
光
振
興
に
つ
い

て
鹿
児
島
県
主
催
の
奄
美
大
島

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
町
の
水
産
資
源
活
用
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

町
長

大
島
海
峡
を
中
心
に
、

マ
ダ
イ
や
カ
ン
パ
チ
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
や
真
珠
な
ど
の
養
殖
漁
業

が
発
展
し
て
お
り
、
現
在
は
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
給
餌
体
験
や
真
珠
貝
の
浜

揚
げ
体
験
な
ど
に
協
力
し
て
お

り
ま
す
。

漁
船
漁
業
に
お
き
ま
し
て
も
、

追
い
込
み
漁
業
や
カ
ツ
オ
一
本

釣
り
、
ほ
こ
突
き
漁
業
等
も
あ

り
ま
す
の
で
、
本
町
の
水
産
資

源
の
魅
力
を
更
に
掘
り
起
し
、

観
光
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

議
員

来
町
者
向
け
に
各
集
落

の
伝
統
文
化
、
名
所
、
歴
史
等

を
記
入
し
た
、
道
案
内
用
の
看

板
設
置
は
進
め
て
お
ら
れ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

町
長

世
界
自
然
遺
産
登
録
と

共
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
観
光

客
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
、

平
成
２６
年
度
、
２７
年
度
に
加
計

呂
麻
島
、
請
島
、
与
路
島
の
集

落
に
案
内
板
及
び
誘
導
案
内
標

識
の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

議
員

公
共
用
の
市
街
地
公
園

等
の
施
設
管
理
の
運
営
方
法
を

伺
い
ま
す
。

町
長

８
カ
所
を
管
理
し
て
お

り
、
う
ち
３
カ
所
は
ト
イ
レ
清

掃
を
主
と
し
て
年
間
契
約
で
清

掃
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
残

り
５
カ
所
は
、
主
管
課
で
定
期

的
に
巡
回
し
、
管
理
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

ト
イ
レ
等
不
具
合
の
あ
る
も

の
は
、
修
理
改
善
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

議
員

高
齢
者
支
援
に
つ

い
て高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
策

の
一
環
と
し
て
、
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
方
に
優
遇
措
置

を
行
な
い
、
返
納
を
後
押
し
し
て

支
援
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

本
町
に
お
い
て
は
、
海

浜
バ
ス
と
瀬
戸
内
タ
ク
シ
ー
に

お
い
て
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、

バ
ス
の
半
額
補
助
、
タ
ク
シ
ー

の
１
割
補
助
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
２５
年
度
よ
り
宇
検
村
が

優
遇
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
優
遇
制
度
の
導

入
に
向
け
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

議
員

１
０
０
歳
を
迎
え
る
高

齢
者
の
、
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労

を
ね
ぎ
ら
う
と
共
に
支
え
る
家

族
へ
の
敬
意
を
表
し
て
表
彰
状

贈
呈
等
支
援
内
容
を
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
１
０
０
歳
を
超
え

る
高
齢
者
に
、
毎
年
１
０
万
円

の
敬
老
祝
い
金
を
支
給
し
て
お

り
ま
す
。
町
か
ら
の
表
彰
状
に

つ
き
ま
し
て
は
、
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

渡島芳臣議員



広報せとうち(７)       ３月３日（月） 古仁屋高校卒業式

議
員

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
つ
い
て

１
．
「
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
」

の
誘
致
促
進
を
目
的
に
「
世
界
自

然
遺
産
せ
と
う
ち
推
進
室
」
を
設

置
さ
れ
た
が
、
ど
の
様
な
セ
ン
タ

ー
の
誘
致
を
目
指
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

２
．
今
後
、
沖
縄
及
び
屋
久
島

と
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
域
と

し
て
の
連
携
が
重
要
に
な
っ
て

来
る
と
思
わ
れ
る
が
町
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

町
長

１
．「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た

施
設
も
念
頭
に
入
れ
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
・
意
見

本
町
と
し
て
の

「
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
」
の
位

置
付
け
等
、
誘
致
計
画
を
し
っ

か
り
と
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
予
算
組
み
も
早
急

に
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長

２
．「
奄
美
・
琉
球
」
と

し
て
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目

指
す
上
に
お
い
て
も
沖
縄
と
の

連
携
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
屋
久
島
と
は
新
し
い
観
光

ル
ー
ト
の
開
拓
等
、
登
録
後
に

向
け
て
連
携
を
深
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

議
員

産
業
振
興
に
つ
い

て
他
地
域
と
勝
負
で
き
る
本
町

の
戦
略
品
目
を
確
立
す
べ
き
と

思
う
。
現
在
の
重
点
品
目
の
見
直

し
と
新
規
品
目
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

果
樹
の
新
規
品
目
と
し

て
マ
ン
ゴ
ー
が
推
進
品
目
と
し

て
栽
培
技
術
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
野
菜
の
新
規
品
目

と
し
て
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
等

の
実
証
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

議
員

加
計
呂
麻
島
、
請
島
、

与
路
島
の
振
興
に
つ
い
て

本
町
に
と
っ
て
加
計
呂
麻
島
、

請
島
、
与
路
島
は
「
宝
の
島
」
で

あ
る
。
３
島
の
振
興
対
策
に
つ
い

て
１
．
定
住
促
進
の
施
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

２
．
交
流
人
口
拡
大
の
施
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

１
．「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ

ェ
ア
」
、
「
か
ご
し
ま
暮
ら
し
・

交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ

移
住
交
流
イ
ベ
ン
ト
」
等
に
参

加
し
、
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
の

あ
る
移
住
希
望
者
へ
の
相
談
等

や
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
、
「
出

会
い
交
流
ツ
ア
ー
」
等
も
実
施

し
定
住
促
進
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
定
住
促
進

空
き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、

町
が
空
き
家
を
借
り
受
け
水
洗

化
や
内
装
等
の
改
修
を
行
い
、

移
住
者
に
貸
し
出
す
施
策
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
「
に
ほ
ん
の

里
・
加
計
呂
麻
留
学
制
度
」
で

小
学
校
５
名
、
中
学
校
３
名
の

児
童
生
徒
が
家
族
と
共
に
移
住

し
て
い
ま
す
。

２
．
加
計
呂
麻
島
展
示
・
体

議
員

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
つ
い
て

登
録
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
早
急
に
活
性
化
計
画
書

等
を
策
定
す
べ
き
と
思
う
が
、

そ
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

験
交
流
館
や
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
見
据
え
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
屋
久
島
で
の
里
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
等
、
地
域
が
潤
う
観
光
・

体
験
活
動
等
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員
・
意
見

加
計
呂
麻
島
、

請
島
、
与
路
島
の
島
ご
と
の
振

興
施
策
を
明
確
に
立
て
る
べ
き

で
あ
る
。

町
長

活
性
化
計
画
書
等
の
策

定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
る
観
光
客
の
受

け
入
れ
体
制
や
ガ
イ
ド
の
育
成

等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
の

で
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て

活
性
化
計
画
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

本
町
に
は
、
多
く
の
戦

跡
が
あ
り
、
国
の
史
跡
遺
産
と

し
て
指
定
登
録
さ
れ
な
い
か
伺

向野 忍議員

岡田弘通議員



３月３日（月） 古仁屋高校卒業式        広報せとうち（８）

い
ま
す
。

教
育
長

本
町
の
戦
跡
に
つ
い

て
は
、
近
代
歴
史
を
語
る
う
え

で
重
要
な
遺
跡
で
あ
り
、
観
光

資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
２６

年
度
よ
り
調
査
を
実
施
す
る
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
指

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

平
成
２６
年
度
の
予

算
編
成
に
つ
い
て

平
成
２６

年
度
の
新
た
な
施

策
・
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

今
年
度
末
に
予
定
し
て

い
る
瀬
戸
内
町
定
住
促
進
条
例

の
制
定
と
併
せ
て
、
定
住
者
に

対
す
る
新
築
住
宅
助
成
や
中
古

住
宅
購
入
助
成
な
ど
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
奄
振
法
延
長
を
前
提

と
し
て
、
航
路
・
航
空
路
運
賃

の
軽
減
や
農
林
水
産
物
の
輸
送

コ
ス
ト
負
担
の
軽
減
等
、
条
件

不
利
性
改
善
事
業
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

議

員

加
計
呂
麻
島
展

示
・
体
験
交
流
館
の
管
理
に

つ
い
て

加
計
呂
麻
島
展
示
・
体
験
交

流
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

経
験
や
実
績
が
あ
る
信
頼
性
の

高
い
専
門
業
者
等
へ
管
理
運
営

を
委
託
す
べ
き
と
思
う
が
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長

加
計
呂
麻
島
展
示
・
体

験
交
流
館
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

開
所
か
ら
数
年
は
行
政
が
運
営

し
、
運
営
が
安
定
し
た
段
階
で

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

議
員

瀬
戸
内
町
の
防
災

体
制
に
つ
い
て

先
の
台
風
が
伊
豆
大
島
に
甚

大
な
る
災
害
を
も
た
ら
し
た
が
、

防
災
体
制
の
不
備
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
の
防
災
体
制

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長

本
町
の
防
災
体
制
に
つ

い
て
は
、
町
災
害
対
策
本
部
設

置
条
例
及
び
町
災
害
対
策
本
部

規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

役
場
内
に
お
い
て
は
、
い
か

な
る
災
害
で
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
職
員
の
動
員
・
配
備
体
制

の
強
化
や
役
割
を
分
担
し
、
迅

速
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
情
報

収
集
体
制
か
ら
災
害
警
戒
本
部
、

災
害
対
策
本
部
と
状
況
に
応
じ

て
庁
内
の
体
制
整
備
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
応
援
協
定
を
国
交
省
九
州

地
方
整
備
局
や
建
設
業
協
会
、

九
州
電
力
（
株
）
奄
美
営
業
所

な
ど
本
町
と
民
間
等
と
の
間
で

１４
件
の
協
定
を
締
結
し
、
防
災

体
制
の
確
立
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

議
員

福
祉
事
業
に
つ
い

て
管
鈍
に
お
い
て
活
動
し
て
い

る
共
生
園
の
活
動
、
今
後
の
町

側
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

共
生
園
の
活
動
に
つ
き

ま
し
て
は
、
障
が
い
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
、「
就
労
継
続
支

援
事
業
所
」
Ｂ
型
と
し
て
、
一

般
企
業
へ
の
就
職
が
困
難
な
障

が
い
者
に
、
就
労
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
生
産
活
動
を

通
じ
て
、
そ
の
知
識
と
能
力
の

向
上
に
必
要
な
訓
練
等
を
目
的

と
し
て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
供
与
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
ツ
ボ
草
茶
な

ど
の
農
産
物
の
生
産
・
加
工
や

馬
の
世
話
、
清
掃
作
業
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
毎
月
２０

人
を
超
え
る

方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
所
は
、
新
た
な
場
所

の
確
保
に
向
け
て
手
続
き
中
で

あ
り
、
町
と
し
て
も
事
業
所
の

集
落
へ
の
説
明
会
等
に
も
出
席

し
、
障
が
い
福
祉
施
設
の
必
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

陳
情
案
件
の
取
扱

い
に
つ
い
て

先
般
、
提
出
さ
れ
た
寿
老
園

の
拡
充
陳
情
案
件
の
そ
の
後
の

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

養
護
老
人
ホ
ー
ム
拡
充

の
許
認
可
権
に
つ
い
て
は
、
鹿

元井直志議員

高知山から加計呂麻島

を望む 



広報せとうち(９)       ３月３日（月） 古仁屋高校卒業式

児
島
県
の
権
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
潤
生
会
は

増
床
申
請
を
し
、
鹿
児
島
県
の

許
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
、
同
法
人
が

県
へ
増
床
の
申
請
を
し
、
県
の

方
か
ら
本
町
に
意
見
を
求
め
て

き
た
際
に
は
、
本
町
と
し
て
異

議
が
な
い
た
め
差
支
え
な
い
旨

回
答
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

議
員

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
奄
美
せ
と
う
ち
町
物
産

館
」
（
鹿
児
島
市
内
）
に
つ

い
て町

外
の
品
物
が
入
っ
た
要
因

は
。

農
林
水
産
課
長

当
初
で
き
る

限
り
町
内
の
特
産
品
を
使
う
方

針
で
あ
っ
た
が
、
地
元
だ
け
で

は
店
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
町
内
の
特

産
品
、
加
工
品
が
少
な
い
の
が

わ
か
っ
た
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

議
員
・
指
摘

オ
ー
プ
ン
前
に

調
査
し
た
上
で
オ
ー
プ
ン
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
。

議
員

品
物
の
６
月
の
売
上
は
、

町
内
１
３
０
万
円
、
町
外
３
５
万

円
。１０

月
の
売
上
は
、
町
内
２
５
万

円
、
町
外
２
２
万
円
、
売
上
状
況

を
見
て
、
感
想
は
。

町
長

台
風
で
品
物
が
入
ら
な

か
っ
た
。
店
舗
が
広
く
て
町
の

品
物
の
数
が
少
な
い
。
店
主
か

ら
「
町
外
の
品
物
を
入
れ
て
良

い
か
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
町

と
し
て
は
家
賃
を
払
う
こ
と
で
、

経
営
と
し
て
は
店
主
の
意
見
を

聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
店

主
に
任
せ
る
し
か
な
い
。

議
員

こ
れ
ま
で
の
投
資
額
は
。

農
林
水
産
課
長

設
備
資
金
、

運
転
資
金
合
わ
せ
て
１
０
２
０

万
円
で
す
。

議
員

２７
年
度
以
降
の
方
針
は
。

町
長

２
年
間
の
限
定
で
す
。

議
員
・
意
見

今
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
は
広
域
化
に
近
い
状

況
、
そ
れ
を
「
ふ
る
さ
と
納
税
」、

町
単
独
予
算
で
２
年
間
限
定
。
設

備
投
資
も
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
活
か
す
た
め
に

も
、
２７
年
度
以
降
、
広
域
事
務

組
合
の
中
で
提
案
し
、
議
論
し
て
、

奄
美
群
島
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
事
業
と
し
て
「
奄
美
群
島

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

議
員

教
育
行
政
に
つ
い
て

小
・
中
・
高
校
生
の
音
楽
・

文
化
活
動
の
充
実
の
た
め
に
楽

器
や
太
鼓
等
を
運
搬
す
る
車
輌

を
町
で
購
入
し
、
そ
の
活
動
を
支

援
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
い

ま
す
。

教
育
長

各
種
事
業
に
お
い
て
、

運
搬
車
輌
が
必
要
だ
と
い
う
事

で
、
過
去
に
宝
く
じ
助
成
事
業

の
対
象
に
な
ら
な
い
か
検
討
し

ま
し
た
が
対
象
外
で
し
た
。
引

き
続
き
、
関
係
課
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
他
に
事
業
が
な

い
か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

金
管
バ
ン
ド
（
古
小
）
、

吹
奏
楽
部
（
古
中
）
、
ホ
ノ
ホ
シ

太
鼓
は
年
間
を
通
じ
で
、
い
ろ
ん

な
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
る
が
、
楽
器
や
太
鼓
の
運
搬
車

輌
の
手
配
に
難
儀
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
の
音
楽
・
文
化
活
動

に
限
ら
ず
、
町
の
社
会
教
育
以
外

の
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
、
災
害
発
生

時
の
対
応
に
も
活
用
で
き
る
。
箱

車
の
２
ｔ
車
で
約
３
０
０
万
円

で
あ
る
。「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

が
平
成
２５

年
１０

月
末
残
高
が

約
２
６
０
０
万
円
あ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
の
横
に
「
瀬
戸
内
町

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
号
」
と
文
字

を
入
れ
る
こ
と
で
、
寄
付
者
も
子

ど
も
達
も
喜
ぶ
、
役
場
職
員
も
助

か
る
、
町
民
も
あ
り
が
た
く
思
う
、

こ
れ
（
基
金
）
を
使
っ
て
購
入
で

き
な
い
か
。

町
長

そ
の
車
が
教
育
・
文
化

に
な
る
の
か
、
教
育
と
は
、
そ

の
車
を
買
っ
て
、
そ
こ
に
繋
が

っ
て
い
け
る
の
か
、
勘
案
し
な

が
ら
議
論
す
べ
き
で
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

鎌田愛人議員



３月３日（月） 古仁屋高校卒業式       広報せとうち（１０）

大
会
に
出
席
の
先
生
方
（
右
）

議
員
研
修
会
に
て
講
演
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ａ
奄
美
ス
ポ

ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
園
田

明
理
事

長
（
左
）

◆
人
生
の
節
目
で
あ
る
卒
業
・
定

年
退
職
・
入
学
・
就
職
と
新
た
な

旅
立
ち
の
時
節
と
な
り
ま
し
た
。

◆
奄
美
群
島
に
と
り
ま
し
て
も
、

本
年
は
、
奄
振
法
の
改
正
延
長
・

国
立
公
園
指
定
・
世
界
自
然
遺
産

登
録
へ
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
、

奄
振
事
業
の
交
付
金
等
極
め
て

重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

◆
私
達
議
会
は
、
こ
の
重
要
課
題

に
鋭
意
取
り
組
み
「
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
」
に
努
め
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

◆
町
民
皆
様
を
は
じ
め
出
郷
者

皆
様
方
が
益
々
ご
健
勝
で
、
す
ば

ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（
岡
田
）

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

林

健
二

副
委
員
長

鎌
田

愛
人

委

員

安

和
弘

〃

岡
田

弘
通

〃

池
田

啓
一

〃

吉
見

洋
和

第３２回大島本島南部議会議員大会に提出した、本町議題「世界自然遺産拠点施設の 

整備について」の要旨は次のとおりです。 

（要旨） 

世界自然遺産登録については、鹿児島県は、知事を先頭に環境省への要望活動を行な 

い、環境省も平成28年度登録を目指し努力しているところであります。 

 奄美群島としては、登録に向け、地元住民への理解と意識向上に努めるなど、地元の 

取り組みが最も重要であります。 

  世界自然遺産の先例地である屋久島町においては、国営の世界自然遺産センターが 

設置され、また鹿児島県の「屋久島環境文化村構想」を推進するため、平成5年に県・ 

上屋久町・屋久町（平成14年合併後は屋久島町）の出捐により、公益財団法人屋久島 

環境文化財団が設立されました。 

 この財団の主な事業として、環境学習事業，環境形成事業、交流推進事業などを中核 

施設の「環境文化村センター」、「環境文化研修センター」を中心に事業を展開し、現 

在、県より6人の職員が派遣され、町より4人、雇用職員11人、アテンダントや嘱 

託職員など約40人が従事し、屋久島の自然保護と地域振興に努力しております。 

  奄美群島としましても、登録後の自然保護管理体制の確立や環境対策・環境学習の 

推進と地域の振興に国、県と地元が一体となり取り組む必要があると考えます。 

以上のことなどから、アマミノクロウサギなど希少野生動植物が多く生息し、大島 

海峡など多種多様の自然環境、観光資源を有する瀬戸内町へ屋久島環境文化財団的な 

世界自然遺産の拠点施設（鹿児島県主体）及び世界自然遺産センター（国営）の整備を 

強く要望します。 



【応募資格】① 瀬戸内町（加計呂麻地区）に住所を有している者 

② 年齢（２０歳～６５歳まで） 

③ 町税及び使用料等に滞納がない者（同一世帯含む） 

④ 伐採経験者に限る 

【応募期間】平成26年３月3日(月)～3月 14日(金)まで（土、日、祭日は除く） 

        ※ 郵送可 3月 14日(金)消印有効 

【申込手続】所定の申込書兼履歴書を建設課土木施設維持係へ提出のこと。 

      （申込書兼履歴書は，役場建設課に置いてあります。） 

【採用方法】書類選考により実施。 

採用者には別途通知いたします。 

【雇用期間】 ・平成26年 4月１日～平成27年 3月 31日まで  

【職  種】  道路伐採  

【そ の 他】 ・募集人員（4人）・（15日 / 月）雇用. 

・詳細は、役場建設課土木施設維持係へお問い合わせ下さい。 

【問い合わせ及び書類提出先】 〒894-1592  瀬戸内町古仁屋船津23番地  

町役場建設課 土木施設維持係 ℡ 0997-72-1111（内 106） FAX 0997-72-1120 

軽自動車税とは､下記所有者に対して課税される税金です。 

① 原動機付自転車（125ＣＣ以下、ミニカ-） 

② 小型特殊自動車（農耕トラクタ－、フォ－クリフト等） 

③ 軽自動車（総排気量660ＣＣ以下の四輪及び三輪、125ＣＣ以下～250ＣＣ以下の二輪）

④ 二輪の小型自動車（250ＣＣを超えるもの） 

軽自動車税は、毎年4月1日現在瀬戸内町にある軽自動車を所有する人に課税されます 

ので、譲渡された方や使用していない軽自動車をお持ちの方は、４月１日までに廃車の 

手続きを行ってください。 

≪問い合わせ先≫ 

①②の廃車手続きは、瀬戸内町役場 税務課 ℡0997-72-1116(直通) 

③④の廃車手続きは、奄美大島自動車整備工業共同組合（奄美市和光町）℡ 0997-52-1496 

※ 軽自動車税は自動車税と異なり月割課税制度はありません｡ 

身体障害者(身障者､精神障害者､知的障害者)が所有する車においては障害等級により減免で

きます｡納期限１週間前までには申請を済ませてください。 

詳しいことは税務課まで問い合わせください｡   税務課  ℡0997-72-1116(直通) 

広報せとうち(１１)       ３月３日（月）  古仁屋高校卒業式       

平成２６年度道路伐採作業員(加計呂麻地区)の募集について 

軽自動車の廃車・減免について 



瀬戸内町まちづくり観光課では、平成２６年度の観光施設清掃人夫を募集いたします。 

【応募資格】 

① 平成２６年４月１日現在で満年齢１８歳以上６５歳未満 

② 瀬戸内町に住所を有している者 

③ 町税及び使用料に滞納がない者（同一世帯含む） 

④ 草刈り機及びチェーンソーの資格を有する者 

【応募期間】 

 平成２６年２月２８日（金）から平成２６年３月１４日（金）まで 

（土、日は除く） ※郵送可 ３月１４日（金）消印有効 

【申込手続】：所定の申込書兼履歴書（まちづくり観光課観光係）へ提出 

（申込書兼履歴書は瀬戸内町ホームページ及び役場まちづくり観光課で配布いたします。） 

【採用方法】書類選考で実施。採用者には別途通知いたします。 

【雇用期間】：年間契約 平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで 

【場所及び内容】瀬戸内町ヤドリ浜・ホノホシ海岸・手安弾薬庫・国道ハイビスカス等伐採清掃業務

         委 託 料 １７０，０００円（一月２２日勤務） 

【問合せ・提出先】 〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津２３番地 

       瀬戸内町役場まちづくり観光課 観光係 TEL 0997-72-1115 

                          FAX 0997-72-1120 

３月３日（月） 古仁屋高校卒業式 広報せとうち(１２) 

平成２６年度 観光施設清掃人夫の募集について 

税務署からのお知らせ 

○ 申告 ・・・・・・・ 所得税、贈与税、法人税、消費税、酒税及び印紙税 

 ○ 納税 ・・・・・・・ 全ての国税 

 ○ 申請・届出等 ・・・ 納税証明書の交付請求、各種法定調書、各種異動届出書など 

利用可能な手順 

○ 電子証明書等の準備  
※電子証明書がＩＣカードに格納されている場合は、ＩＣカードリーダライタが必要です。

○ 利用者識別番号等の取得  
※ｅ－Ｔａｘホームページからオンラインで開始届出書を提出すれば、即時に発行（通知）されます。

○ ｅ－Ｔａｘソフトやｅ－Ｔａｘソフト（ＷＥＢ版）等から電子証明書等を登録（初期登

録） 
※ｅ－Ｔａｘソフトは、ｅ－Ｔａｘホームページから無償でダウンロードできます。 

※ｅ－Ｔａｘソフト（ＷＥＢ版）は、e-Tax ソフトのダウンロードやパソコンへのインストールをせず、

Web上での入力により、e-Tax での申請や帳票表示ができます。 

e-Tax を利用するには 

利用開始の手続、受付時間、パソコンの環境、ｅ－Ｔａｘソフトの操作方法、よくある質

問など、ｅ－Ｔａｘに関する最新の情報についてお知らせしていますので、ご利用前にご確

認ください。 

詳しくは、e-Tax ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(www.e-tax.nta.go.jp)をご覧ください。 



お問合せ先 

〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津23番地 瀬戸内町役場  

                  保健福祉課 保険給付係 ℡ 0997-72-1068(直通) 

町では、大島紬の振興を図るため、大島紬技能養成所を設置し技術指導を行っています。 

【募 集 人 員】織工 若干名 

【入 所 資 格】町内に居住する満１６歳以上の初心者で、 

瀬戸内町大島紬協同組合の推薦を受けた者。 

【養 成 期 間】原則として１カ年間とする。 

【奨励金の支給】養成期間中は予算の範囲内で奨励金を支給する。 

【歩合給の支給】養成期間中は織り賃の８割に相当する歩合給を支給する。 

【問い合わせ・申込先】〒894-1507 瀬戸内町古仁屋瀬久井1197番地 

瀬戸内町大島紬協同組合（瀬久井）℡０９９７－７２－３６７５ 

日時：平成26年 3月 14日（金） 15：00～17：30（受付14：30～） 

会場：奄美市名瀬公民館1階ホール 

参加費：無料 

15：05～ 

講演Ⅰ：「自殺の現状とこころの健康づくり～不眠とうつ、お酒と上手に付き合うコツ～」 

講師 ：独立行政法人国立病院機構 琉球病院 医師 福田 貴博 先生 

16：45～ 

講演Ⅱ：「借金・経済問題への対応について～お金よりも命が大事です！～」 

講師 ：末広町法律事務所（ひまわり基金法律事務所） 弁護士 鈴木 穂人 先生 

広報せとうち(１３)      ３月３日（月） 古仁屋高校卒業式

平成２６年度 ７０歳から７４歳までの窓口負担(医療機関)について 

瀬戸内町大島紬技能者養成所織工募集について 

対象となる人 窓口負担

一般 下記以外の人。

低所得Ⅰ
同じ世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非
課税で、その世帯の所得が一定基準以下の人。

２割

現役並み所得者　　　住民課税所得が　１４５万以上の人が同じ世帯にいる人。 ３割

所得区分

昭和１９年４月１日
までに生まれた人

（既に７０歳になっている
人）

１割

昭和１９年４月２日
以降に生まれた人

（あらたに７０歳になる人）

同じ世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非
課税の人で、低所得Ⅰ以外の人。

低所得Ⅱ

自殺予防講演会のお知らせ 

＜問い合わせ先＞ 

大島支庁 地域保健福祉課（名瀬保健所） 

 ０９９７-５７-７２４３ 



市外局番 市内局番

瀬戸内町の一部の地域 ０９９７
７２

７３

平成26年3月1日

サービス提供
開　　始　　日

サービス提供エリアおよびサービス提供開始日

提供可能局番
地　　域　　名

サービス提供エリア

平成２６年度建設工事等の指名願い受付が始まっておりますので、希望される事業所は、次の

とおり期限内に受付をされますようお知らせします。 

●受付年度 

  瀬戸内町に本社又は営業所を置く事業所・・・平成２６年度分 

  その他町外事業所・・・平成２５年度～２６年度の中間受付（１箇年分） 

   （平成２５年度に受付をされた町外事業所は今回は必要ありません。） 

●受付期間 

  平成２６年２月３日（月）～平成２６年３月３１日（月）※消印有効 

●提出書類 

  「建設工事入札参加資格審査申請書」外、必要書類は町のホームページより 

  ダウンロード出来ますのでご利用ください。 

   トップページ「暮らし・手続き」→ 各種手続き「入札・契約関係」→平成２６年度瀬戸

内町建設工事等入札参加資格に関する様式 

  ※ 町内事業所につきましては新たに提出が必要な書類が有りますので、ご注意下さい。 

◎問い合わせ 

  瀬戸内町建設課管理係 ℡ 0997-72-1197（直通） 

インターネットで，より多くの情報サービスを受けるには，情報通信網の高速ブロードバンド

化が必要です。 

 この度，NTT西日本が光通信サービスエリアを拡大し，新たに瀬戸内地域が超高速通信網の

提供エリアとなりました。 

 なお，光通信設備を整備した地域で，新規にサービスを利用する場合や，ADSL から光通信

サービスに変更する場合は，申し込みが必要です。 

問い合わせ先 

〇サービス利用に関すること 

  ＮＴＴ西日本鹿児島支店 電話 ０１２０－６４３２０２ 

３月３日（月） 古仁屋高校卒業式 広報せとうち(１４) 

平成２６年度 建設工事等の指名願い受付について 

瀬戸内地域がサービス提供開始 

※ サービス提供エリア（上記提供可能局番）であっても，利用できな

い場合があります。詳しくは，お問い合わせください。 

光高速通信網エリアが拡大 



○ 平成25年中の瀬戸内警察署管内犯罪発生状況 

平成 25年中に発生した犯罪の特徴は，暴行や傷害といった粗暴犯が昨年と比べマイナス８

件と減少した反面，放火等の凶悪犯が昨年と比べ 2 件増加し，また自転車盗などの窃盗事件

がプラス9件と大幅に増加しています。 

  犯罪のない「あんぜん・あんしんの町」瀬戸内町・宇検村をめざして，住民の皆さんと一緒

に犯罪被害の防止に取り組んでいきましょう。 

○ 平成25年中の瀬戸内警察署管内交通事故発生状況 

  平成 25年中に発生した交通事故の特徴は，人身事故，物損事故とも昨年と比べ増加し，負

傷者も増加しました。高齢者の交通事故も全人身事故の約 4 割を占めており，高齢者が加害

者となる事故も増加しました。また，死亡事故も2年連続して発生しております。 

事故の内容は，全交通事故の約 6 割が自損事故と接触事故であり，事故の原因は，前方不

注視が一番の原因としてあげられます。 

ハンドルを握るときは緊張感を持ち，常に細心の注意を払って運転することと，疲れを感じ

たり集中力が途切れたときは，こまめに休憩を取るなどして交通事故防止に努めてください。 

鹿児島県議会議員提案による標記条例については，平成２５年第３回県議会定例会において議

決，平成25年 10月 11日付けで公布され，平成２６年４月１日から施行されます。 

 この条例では，家庭教育支援についての基本理念をはじめ，県の責務，市町村との連携，保護

者，学校，地域住民及び事業者等の役割が規定されています。 

《詳しくはホームページをご覧ください。》 

 鹿児島県議会＞議会の動き＞政策提言・政策条例＞議員提案によるこれまでの政策条例（全文）

＞鹿児島県家庭教育支援条例（全文） 

http://www.pref.kagoshima.jp/ha01/gikai/topix/teigen/giinteian/kateikyouikusien

zyourei.html

〈問い合わせ先〉 

 瀬戸内町教育委員会社会教育課 ０９９７-７２-２９０５（直通） 担当：山畑 

広報せとうち(１５)       ３月３日（月） 古仁屋高校卒業式           

「鹿児島県家庭教育支援条例」の施行について 

瀬戸内警察署だより 



“被災地に暮らすお母さんと子供たちに、笑顔の旅を！” 

この度、「ちいたび奄美」は、従来よりも放射線量の高い地域で不安を抱えながら

暮らしている母子30名を対象に母子双方の心身ケアを助ける為に、自然豊かで安心して過ごせ

る奄美大島の加計呂麻島への保養の旅を、宮城県仙台市の “母子週末保養プロジェクトちいさ

なたび Japan”と共に2014年春休みに計画しています。 

東日本大震災から約3年が経とうとしていますが、今もなお被災地では、沢山の不安が残り、

子供を守りたい！と思いながらも被災者ならではの様々な理由があり、現実との矛盾に苦しんで

います。そんな環境から一時でも開放され、子供たちに、この自然豊かな加計呂麻島の大きな空

の下で思いっきり遊ばせたい！お母さん達には普段尖らせている神経を開放し子供たちの笑顔

と共にリラックスしてもらいたい！そんな思いから、私たちは、この保養の旅を企画しておりま

す。プログラム内容は、奄美ならではの様々な体験、また滞在中は被災ストレスや抱えた気持ち

を皆で話し合い気持ちを共有するシェアリングの時間などを予定、ビーチの目の前にある宿に滞

在しながら自然に囲まれた環境でリラックスしながら過ごして頂く予定です。自然豊かで安心し

て暮らせる奄美に住む私たちだからこそできることを、スタッフそれぞれが様々な想いを持ちな

がら、心をこめてすすめております。沢山のご協力をいただいておりますが、より多くの方に趣

旨をご理解頂き、笑顔溢れる保養の旅となるよう、ご支援・ご協力を賜る事が出来ますよう宜し

くお願い致します。 

お振込み先(他金融機関から)：ゆうちょ銀行 七九八 (普通)００２１４２９
ゆうちょ銀行から     記号：１７９９０ 番号２１４２９１ 

口座名義：チイタビアマミ

後援：瀬戸内町教育委員会・瀬戸内町社会福祉協議会・龍郷町教育委員会・奄美新聞社・南海日日新聞社

お問い合せ･･･ちい旅奄美実行委員会 皿井 080-2697-4178  tiitabiamami@gmail.com
活動ブログ：http://tiitabiamami.amamin.jp/ 

３月３日（月） 古仁屋高校卒業式 広報せとうち(１６)

最　低　賃　金　額 

時　間　額（円）

必ずチェック　最低賃金！

鹿児島労働局（099-223-8278）・各労働基準監督署
http://kagoshima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

【最低賃金テレホンサービス　099-223-8881】

★最低賃金に関するお問い合せ先★

★　鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、別に定める

　特定（産業別）最低賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。

鹿児島県最低賃金が時間額６６５円に！！

【鹿児島県最低賃金が平成２５年１０月２７日より時間額６６５円に改正されました。】

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

効　力　発　生　日

665 平成25年10月27日

使用者も

労働者も



広報せとうち(１７)       ３月３日（月） 古仁屋高校卒業式       

日 月 火 水 木 金 土

22

3月 2014年(平成26年)　せとうち情報カレンダー

23 24 25 26 27 28 1

8

9 10
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

11
☆ぽっかぽか
くらぶ

12 13
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎1歳8か月健
診

14
☆ぽっかぽか
くらぶ

15
☆わくわくキッ
ズ（3歳児以
上）

2 3
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

4
☆ぽっかぽか
くらぶ

5 6
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎男の料理教
室

7
☆ぽっかぽか
くらぶ

21
春分の日

23 24 25
☆ぽっかぽか
くらぶ

26 27
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎7ヶ月児健診

16 17
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

18
☆ぽっかぽか
くらぶ

19 20
☆ぽっかぽか
くらぶ

わくわくキッズ（3歳児以下・3歳児以上）問合せは、保健福祉課　保健予防係 TEL0997-72-1068 （直通）

○　男の料理教室の問合せは、保健福祉課　地域支援係　TEL 0997-72-1153 （直通）

絡下さい。

28
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎わくわくキッ
ズ（3歳児以
下）

1

○　ぽっかぽかくらぶ、きゅら島コツコツ継続コース、7ヶ月児健診、1歳8か月健診、

Ｐ１９に記載されている定食レシピがほしい方は　保健福祉課　℡　0997-72-1068（直通）　西田までご連



３月３日（月） 古仁屋高校卒業式 広報せとうち(１８) 

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は 1月に届けら

れた分のうち、

希望者のみを

掲載していま

す。 (敬省略)

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

藤
井

清せ
い

士
郎

し

ろ

う

周
之
助

古
仁
屋

加
藤

瑛
人

え

い

と

和
志

古
仁
屋

立
山

結ゆ

彩あ

裕
也

古
仁
屋

関

龍
那

り
ゅ
う
な

直
人

古
仁
屋

里
山

眞ま

優ゆ

純
高

勝

浦

安
田

智と
も

紀き

智
一

古
仁
屋

ご
結
婚お

め
で
と
う

名

前

本

籍

正
樹

熊
本
県

盛
岡

尚
子

瀬

武

栄
太

久

慈

あ
や
か

西
阿
室

雄
太

於

斉

愛
香

瀬

相

拓
也

古
仁
屋

正
美

三
重
県

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

重
山

薫

３８

大
阪
府

田
村

フ
ミ
エ

８７

古
仁
屋

登
山

ミ
カ
エ

８３

古
仁
屋

濱
畑

ヨ
リ

９３

勝

浦

登
島

有
平

８６

勝

能

栄

正
二

７９

渡

連

原

霜
子

７６

池

地

町

朝
榮

８３

古
仁
屋

永

英
光

８３

久

慈

長
田

幸
枝

８５

油

井

桑
山

村
マ
サ
コ

８９

須
子
茂

亀
山

タ
ツ
子

９０

薩

川

加
納

吾
一
郎

９０

花

天

池
田

加
代

７７

古
仁
屋

積

美
江

９３

篠

川

田

ワ
カ

１００

瀬

相

德
田

ス
ミ
子

９２

秋

徳

芝
田

久
夫

８１

埼
玉
県

池
田

千
穂
子

６１

古
仁
屋

碩

シ
ズ
子

９８

古
仁
屋

川
節

キ
ヨ
エ

８０

節

子

時
田

豊
治

８８

節

子

前
田

忠
次

８４

久

慈

德
山

弘
仁

６６

久

慈

東

美

７９

古
仁
屋

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
１
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

池
田
サ
チ
子

義
信

松

江

守
屋

輝
則

久
江

高

丘

登
山

義
一
ミ
カ
エ

松

江

田
村

真
朗
フ
ミ
エ

大

湊

池
田

啓
男

キ
ク

秋

徳

登
島

正
光

有
平

勝

能

永

秀
一

英
光

久

慈

加
納

力

吾
一
郎

瀬
久
井

亀
山

吉
明
タ
ツ
子

薩

川

総
合
計
金
１
０
０
，
０
０
０
円
也

御
寄
付
の
お
礼
（
青
少
年
育
成
基
金
）

日
本
基
督
教
団
・
瀬
戸
内
教

会
か
な
保
育
園
様
か
ら
青
少

年
育
成
基
金
一
金
１
０
，
０
０

０
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
！

後
納
制
度
は
，
過
去
十
年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
過
去
十
年
以
内
に
納

め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限
は
平
成
二
十
七
年
九
月

三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
「使
用
期
限
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

す
で
に
後
納
制
度
を
申
込
ま
れ
た
方
で
、
平
成
十
六
年
四
月
以
降

分
の
後
納
保
険
料
の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付
書
に
記
載

さ
れ
た
使
用
期
限
（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
方

が
、
平
成
二
十
六
年
四
月
以
降
に
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
，
新

た
な
加
算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
「
国
民
年
金
保
険

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（ご
注
意
）

平
成
十
六
年
三
月
以
前
の
後
納
保
険
料
は
、
十
年
を
超
え
る
た
め

平
成
二
十
六
年
四
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

〇
五
七
〇
・〇
一
一
・〇
五
〇

〇
五
〇
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

〇
三
・六
七
三
一
・二
〇
一
五

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー



広報せとうち(１９)     ３月３日（月） 古仁屋高校卒業式

～

３

区

か

ら

独

走

！

～

第
３８
回
瀬
戸
内
町
駅
伝
競

走
大
会
が
１
月
１２
日
に
行
わ

れ
、
瀬
久
井
東
・
清
水
チ
ー
ム

が
１
時
間
１９
分
４１
秒
で
２
年

ぶ
り
に
優
勝
し
た
。

ま
た
、
Ｂ
ク
ラ
ス
で
は
、
篠

川
チ
ー
ム
が
初
優
勝
し
、
躍
進

賞
は
山
郷
チ
ー
ム
が
初
受
賞
と

な
っ
た
。

曇
り
空
で
雨
が
心
配
さ
れ
る

中
、
午
前
１０
時
に
古
仁
屋
小
前

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
区
で
は
、

宮
前
の
中
村
怜
君
が
１
位
で
２

区
走
者
に
繋
い
だ
が
、
２
区
の

瀬
久
井
西
チ
ー
ム
、
山
畑
貴
宏

さ
ん
が
５
位
か
ら
４
人
を
抜
く

区
間
賞
の
好
走
で
１
位
に
踊
り

出
た
。
３
区
で
は
、
瀬
久
井
東
・

清
水
チ
ー
ム
の
福
山
兼
偲
君
が

６
位
か
ら
一
気
に
ト
ッ
プ
と
な

り
、
３
区
以
降
、
瀬
久
井
東
・

清
水
チ
ー
ム
は
ト
ッ
プ
を
譲
る

こ
と
な
く
、
逃
げ
切
っ
た
。

～
エ
ス
・
ワ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
～

大
阪
市
住
之
江
区
で
行
わ
れ

た
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ

ー
主
催
の
Ｓ-

１
ｇ
に
、
保
健
福

祉
課
の
西
田
め
ぐ
み
さ
ん
と
農

林
水
産
課
の
太
田
美
乃
里
さ
ん

が
出
場
し
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

「
Ｓ-

１
ｇ
と
は
、
塩
を
１
食
１

ｇ
減
ら
そ
う
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
て
、
応
募
条
件

は
、
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
改
め

て
瀬
戸
内
町
の
食
に
つ
い
て
考

え
る
事
が
で
き
、
プ
レ
ゼ
ン
で

は
、
し
っ
か
り
瀬
戸
内
町
の
Ｐ

Ｒ
も
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

～

に

ほ

ん

の

里

１

０

０

選

～

１
月
２６
日
、
「
に
ほ
ん
の
里

１
０
０
選
ひ
ぎ
ゃ
・
加
計
呂
麻

ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
た
。

早
朝
か
ら
雨
が
ぱ
ら
つ
い
て

い
た
が
、
ス
タ
ー
ト
ま
じ
か
に

雨
が
上
が
り
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
、
押
角
の
緋
寒
桜

並
木
や
花
富
の
島
の
先
生
ロ
ケ

地
と
な
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
を
探
索
し
た
。

ゴ
ー
ル
し
て
か
ら
は
、
島
唄

や
エ
イ
サ
ー
、
島
一
番
大
声
選

手
権
・
奄
美
、
福
岡
往
復
航
空

券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
が
催

さ
れ
、
ま
た
、
地
場
産
メ
ニ
ュ

ー
が
味
わ
え
る
バ
ザ
ー
が
多
数

出
店
し
、
参
加
者
の
胃
袋
を
満

た
し
て
い
た
。

～

日

本

一

を

目

指

し

て

～

１
月
１９
日
、
本
町
に
お
い
て

「
奄
美
群
島
か
ん
き
つ
振
興
大

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

現
地
視
察
で
は
、
篠
川
の
元

克
美
さ
ん
の
園
地
を
視
察
し
、

そ
の
後
、
農
協
会
館
に
お
い
て

事
例
紹
介
や
基
調
講
演
・
総
合

討
議
等
が
行
わ
れ
、
災
害
に
強

い
圃
地
作
り
や
、
奄
美
大
島
選

果
場
の
光
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し

た
奄
美
た
ん
か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド

「
き
ら
ら
」
の
出
荷
を
強
化
し
、

農
家
の
所
得
向
上
に
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
た
。

最
後
に
、
本
町
の
若
手
カ
ン

キ
ツ
農
家
の
竹
原
誠
朗
氏
が

「
日
本
一
の
奄
美
た
ん
か
ん
産

地
を
作
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に

力
強
く
大
会
宣
言
を
し
た
。

駅

伝

競

走

大

会

け

ん

こ

う

便

り

ひ
ぎ
ゃ
・
加
計
呂
麻
ウ
ォ
ー
ク

順位 地区名 タイム 順位 地区名 タイム

1 瀬久井東・清水
01:19:41:20

7 山　郷
01:25:09:66

2 実　久
01:20:18:65

8 高　丘
01:25:51:73

3 瀬久井西
01:22:10:90

9 嘉　鉄
01:26:53:78

4 篠　川
01:23:42:14

10 春　日
01:27:29:15

5 船　津
01:24:18:15

11 松　江
01:27:40:88

6 宮　前
01:24:58:85

12 大湊・須手・手安
01:29:34:10

　躍　進　賞　　山　郷

奄
美
群
島
か
ん
き
つ
振
興
大
会



３月３日（月） 古仁屋高校卒業式 広報せとうち(２０)

～

ぐ

り

ぶ

ー

来

町

～

２
月
６
日
、
２
０
１
５
年
鹿

児
島
県
で
開
か
れ
る
第
３０
回

国
民
文
化
祭
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ

―
「
ク
ロ
ッ
シ
ー
１
号
」
が
瀬

戸
内
町
を
訪
問
し
た
。

奄
美
で
は
、「
民
謡
・
民
舞
、

日
本
一
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ

あ
ま
み
」
と
「
奄
美
芸
能
と
黒

潮
文
化
の
祭
典
」
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
宣
伝
Ｐ
Ｒ

の
た
め
に
ク
ロ
ッ
シ
ー
１
号
と

と
も
に
国
民
文
化
祭
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ぐ
り
ぶ

ー
」
が
来
庁
し
、
役
場
職
員
に

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
て
い
た
。

平
成
２
６
年
３
月
号

№
６
６
０
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７７７２２２－－－３３３７７７１１１４４４

快適な衛生環境をサポート
●し尿汲取り・浄化槽清掃管理

●トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
代表取締役 牧 学

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま


